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2014年4月17日 
富士通株式会社 

平素は、富士通製品をご愛顧いただきまして、誠にありがとうございます。 
OpenSSL Project が提供する OpenSSL には、リモートから情報を参照される脆弱性(CVE-2014-0160)が 
存在します。 

本脆弱性によるOracle Solarisへの影響についてご報告します。 
 
 

1. 本脆弱性の概要 

OpenSSL Project が提供する OpenSSL には、リモートから情報を参照される脆弱性が存在します。 
その結果、遠隔の第三者によって、秘密鍵などの重要な情報を取得される可能性があります。 

以下のバージョンが本脆弱性の影響を受けます。 
 

- OpenSSL 1.0.1 から 1.0.1f 

- OpenSSL 1.0.2-beta から 1.0.2-beta1 
    

脆弱性についての詳細は、「3．参考情報」をご参照ください。 

   

 

2. Oracle Solaris への影響について 

Oracle Solaris は本脆弱性が存在する OpenSSL のバージョンを含んでおりません。 
このため、Oracle Solaris は全ての OS バージョンで、本脆弱性の影響を受けません。 
オラクル・コーポレーションから公開されている以下のページをご参照ください。 

- OpenSSL Security Bug - Heartbleed CVE-2014-0160] （英文） 

 

 

3. 参考情報 
- CVE-2014-0160（英文） (CVE) 

- OpenSSL の脆弱性に関する注意喚起（和文） (JP/CERT) 

- OpenSSL の heartbeat 拡張に情報漏えいの脆弱性（和文） (JVN)  

- OpenSSL の脆弱性対策について（和文） (IPA)  
 

 

http://jp.fujitsu.com/sparc/
http://www.oracle.com/technetwork/topics/security/opensslheartbleedcve-2014-0160-2188454.html
http://www.cve.mitre.org/cgi-bin/cvename.cgi?name=CVE-2014-0160
https://www.jpcert.or.jp/at/2014/at140013.html
https://jvn.jp/vu/JVNVU94401838/index.html
http://www.ipa.go.jp/security/ciadr/vul/20140408-openssl.html

